
・平成13年度事業施工中の豪雨により崩壊が拡大崩壊し、下部村道の
通行止めにより、上流の胡桃平集落が一時孤立するなどの被害が発
生、その後も土砂の流出が懸念された。
・下流流域の保全を図るため、不安定土砂の排除（法切工）や切り取り
面の保護（法枠工等）を実施し斜面の安定を図る。
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事業概要

事業経緯

年 度 主 な 経 緯

Ｈ１３ 山腹崩壊発生

Ｈ１４ 法切工着手

Ｈ２１ 法枠工等施工中

進捗状況

２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業場所
うえのむら おおあざ のぐりざわ（むこうやま）

上 野 村 大 字 野 栗 沢 （向 山）

区 分 今回 事業当初

全 体 事 業 費 １，５９７百万円 ７８０百万円

全体事業費増減の理由
切土法面の安定を図るため法枠工や
谷止工、流路工等工種の増工による

事 業 期 間 Ｈ１３～Ｈ２６ Ｈ１３～Ｈ２１

事 業 内 容
法切工 69,800m3 法枠工15,831m2
実播工 444m2 谷止工1個433m3 
流路工 153m  水路工 170m

法切工 78,100m3 
実播工 20,000m2

野栗沢川

上野村役場

向山

区 分 全 体 計 画
現 在 の 進 捗

状 況 (進捗率)

事 業 費 1,597百万円 704百万円（ 44.1％）

法 切 工 69,800 m3 39,453m3（ 56.5％）

法 枠 工 15,831 m2 5,831 m2（ 36.8％）

実 播 工 444 m2    444m2（100.0％）

谷 止 工 1個(433m3) 0個(0m3)（0.0％）

流 路 工 153m 0m（0.0％）

水 路 工 170m 0m（0.0％）


